







本稿は岡倉覚三（1863─1913）の英文著書The Book of Tea（1906）とJamesJoyce（1882
─1941）のUlysses（1922）との比較研究の一部である。したがって、Ulyssesのテクストに散
種され不在化されているイデアとしてのThe Book of Teaの存在を明かす証明の一つとなる。
岡倉の英語に関しては、重久篤太郎の研究を基に大久保美春氏がシェイクスピアの影響を指
摘し、洒落、もじりなどの言葉遊びや、対句、華やかな比喩の使用に類似が見られると指摘し
ている1）。しかし、個々の作品とThe Book of Teaの具体的比較はなされていない。そのため、










そこで、本稿ではThe Book of TeaにHamletが内在化されている事実を証明する上で試金





Hamlet in The Book of Tea （1）
─Internalization of the Second Tragedy─
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を俯瞰した後、HamletとThe Book of Teaの共通語彙・表現の一覧表を作成し、考察した。










６．HamletとThe Book of Teaの共通語彙比較一覧と考察（1）（2）（今年度・来年度）
７．結論（来年度）
１．岡倉の文学的背景













への造詣は、当時の講義内容を記した教科書AlexanderBainのEnglish Composition and 
Rhetoric 4）や、ラテン文法を専門としたホートンの影響が大きかったといえる。当時の出版
















それがインド旅行中に執筆し、ロンドンのジョン・マレー社から出版したThe Ideals of the 







































中、とりわけ、反戦思想と文学色の濃いThe Book of Teaは、日本美術や文化を歴史的観点か
ら論じた他の二著とは異なり、思想、芸術、文学、建築など広範囲に渡り現在も影響を与え続
けている。その影響の持続性からもThe Book of Teaが持つ万華鏡的な多面性に加えて、大久
保喬樹も指摘するポスト・モダニズムを見据えた普遍性がある13）。
３．岡倉の創作理念























ついても多くを語らずThe Book of Teaに関しても最晩年の1913年にインドの女流詩人プリ
ヤンバダ・デヴィ・バネルジー夫人（PriyambadaDeviBanerjee）宛ての書簡に遺言めいた
言葉で同書の「再現」を託したのみで執筆意図には触れてはいない：
YouaremostkindtotaketroubleonmyfoolishBook of Tea. Don’tmake ita
serioustask, it isnotworthwhile.Cut,thrashandmurdereverywordinitas








ち、The Book of Teaの語彙を詳細に検討すべき理由は、まさに、ここにある。
そこで、本稿では芸術における明治ルネサンスを牽引した岡倉が「アリストテレスの実験」16）










用されていたベインAlexanderBainのEnglish Composition and Rhetoricを参考に、手作業
でHamletとThe Book of Teaから特異な共通語・表現を抽出した後、Shakespeareについて
はOpensourcesとCrystalのShakespeare’s Wordsを参考にし、The Book of Teaについては
SketchEngineを使用して作成した自作コーパスのコンコーダンスにより抽出語彙の場所を確
認した後、再度、手作業でテクストの出現箇所と照合して一覧表を作成した。
テクストにUlyssesを加えたのはUlyssesとThe Book of Teaとの比較途上でThe Book of 
Teaの中にHamletの内在化を確信したからである。いわば、この確信は岡倉とジョイスの比
較研究の副産物である。ジョイスが自らの作品に岡倉の作品を再現することで岡倉の批評を試
みた「新批評」の実践を、筆者がUlyssesに発見したことで、ジョイスがThe Book of Teaの
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 *U （light, light,Lighted, lighted,Lighten, lightened lightens, lighter,
























































































Anonwereheardthedreamyvoicesofsummerwith itsmyriad insects, the
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gentlepatteringofrain,thewailofthecuckoo.（V.3.12─15）




























blood（1.3.6, 116; 5.16, 22, 65, 70;
2.1.34,2.337,416;3.2.59,334,
351, 3.44, 4.69, 129; 4.3.62,
4.58,5.118,147,7.142;bloody

















be imprisoned inthehairofonewhomyoutobeheartlessortobethrust into
thebutton-holeofonewhowouldnotdareto lookyou inthe facewereyoua
man.（VI.4.8─20）
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